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本講演では、SKA計画の進捗と日本の参加計画の検討の進捗状況について報告する。SKA計画は、50－ 350MHz
の SKA LOWをオーストラリアに 350MHz‐ 15.4GHzの SKA MIDを南アフリカに建設する計画で、第 1期の
SKA１計画の建設が 2021年 7月から開始されている。日本でも 10年以上にわたる参加検討が進められており、
日本 SKA協会と宇宙電波懇談会・VLBI懇談会がサポートする日本のコミュニティ団体である。日本の科学的な
参加戦略について議論を深め、宇宙再電離、宇宙磁場、パルサーの３つを軸に進め、さらに個別の研究も活性化し
ていく研究戦略とした。日本は、建設計画にも個別に参加し、AIV(Assembling, Integration, and Verification)活
動、SRC(Science Regional Center)の国際協力などに In-kindで貢献している。また国内では学術会議マスター
プラン 2023へ応募し、宇宙電波懇談会から重点大型計画としての推薦を受けている。また国立天文台内では、建
設に参加するために 2023年度から Aプロジェクトとしての申請を進めている。また開発計画への参加検討を進
めており、SKA開発プログラムに応募するために SKA-VLBI WGを国際的に組織する準備を進めており、SKA
　 LOW/MIDでのVLBI記録・制御システム、データ伝送方法、マルチビームに対応する相関器システムと国際
共同観測システムなどの検討を進めている。これら SKA計画の進捗状況および日本国内での準備活動の状況と
今後の方針について述べる。


